
 

 

13：00～13：05   開会のあいさつ                山内 英子  聖路加国際病院 副院長 乳腺外科 部長 
13：05～13：30   AYA支援チーム立ち上げの様々（仮）平山 貴敏  国立がんセンター中央病院 精神腫瘍科 
13：30～13：50   AYA支援のための team building   北野 敦子   聖路加国際病院 腫瘍内科 
13：50～14：10   小児がん経験者の移行期医療のための team building（仮） 

長谷川 大輔 聖路加国際病院 小児科 
14：10～14：45   ディスカッション “ライブで投票しながらAYA支援チームつくりを考える” 進行 山内 英子 
14：45～14：55   第 4期のがん対策基本推進計画を見据えて  

東京都 福祉保健局 医療政策部 医療政策課 がん対策ご担当者 
14：55～15：00   閉会のあいさつ        湯坐 有希  東京都立小児総合医療センター 

血液・腫瘍科 部長 
15：00～15：30   ネットワーキング 

参加申し込み方法 
期間：2022年10月 22日～11月 15日 

申込フォームはこちら⇒ 

※参加申し込みいただいた方には開催の 3日前に zoom の招待メールを送ります。 

東京都委託事業 AYA世代がん等患者支援体制構築事業 

東京都における AYA世代がん患者に対する取り組みとして、都立
小児医療センターと聖路加国際病院に「AYA世代がん相談情報セン
ター」を令和 3年 9月から設置しています。「AYA世代がん相談情報
センター」では、「Tokyo AYA Can ネットワーク」と題して、AYA世代
がん患者の相談支援に関する情報を集約し都内拠点病院等へ提供
することはもちろん、相談員同士の情報交換や交流の場を設けることで
連携を図り、AYA世代がん患者に対する相談支援の質の向上を図る
ことを目指しています。 

令和 3年 8月に「がん診療連携拠点病院等の整備に関する指
針」の中に、「AYA世代の相談に応じる多職種からなるＡＹＡ世代支
援チームを設置することが 望ましい」 と、示されています。そこで、第４
回目は、「AYA支援チームの作り方」をテーマとしました。AYA世代の
特徴など知識を学ぶ機会が増える中で、今回は、AYA世代チームをど
のように作っていくのか、そのプロセスを知り、支援チームによるサポートに
ついて共に考えましょう。  

 対 象： AYA診療の相談支援に関わる医療従事者等 
主 催：都立小児総合医療センター・聖路加国際病院 

AYA支援チームのつくりかた 
を学び、サポートの輪を広げよう！ 

※ウェビナー終了後、Zoom にて、交流スペース
を 20分程度開放いたします。任意参加となりま
すので、どなた様もご自由にご参加ください。 

当日の様子は後日オンデマンド配信予定  

 

お問い合わせ  聖路加国際病院 AYA サバイバーシップセンター 担当：橋本 
TEL 03-5550-7098 / E-MAIL  aya@luke.ac.jp 

参加されるみなさんが、 
どのようにチームをつくり 
運用しているのか 

どんどん質問してください！ 


